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地域ぐるみで育てよう,心豊かでたくましい「みやぎの子」

東北一心（とうほくいっしん）
　令和５年10月14日（土）宮城県富谷市・大和町・大郷町・大衡村で５つの分科会が開催され、翌日10月15日（日）は富
谷スポーツセンターにて第55回日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会富谷黒川大会並びに第72回宮城県ＰＴＡ研究大会富谷黒
川大会の全体会が、武田靖裕大会副会長の開会の言葉を皮切りに開催されました。
　宮城では８年ぶりとなる大会。全体会前日の晴天とは打って変わり、あいにくの天気にも拘わらず、東北各県津々浦々
より1,400名もの会員が集い、昨日の各分科会に引き続き東北一体となって盛況に開催されました。
　歓迎アトラクションでは、宮城県富谷高等学校ダンス部と仙臺すずめ踊り杜の紫雀隊の皆さんによる踊りが披露され、
記念講演では聖ウルスラ学院英智中学・高校出身、2016年リオデジャネイロオリンピックで日本のバトミントン史上初と
なる金メダルを獲得した元バトミントン選手の髙橋礼華氏をお迎えし、幼少期からの体験談や親としての子どもとの向き
合い方など、参加者一同が興味深く聞き入る貴重な講演を頂きました。（Ｐ２に続く）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査広報担当副会長　尾坪　博史
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東北各地より1,400名集う

　全体会の開会行事では、主催者のあいさつとして東

北ブロックＰＴＡ協議会浅野直美会長から、「ＰＴＡ

に対する考え方も現状、私たちは未来を担う子どもた

ちに郷土から培った心を繋いでいく責任があり、互い

に尊重し合う子どもたちの健全な成長を図ることがＰ

ＴＡ本来の目的です」と、理解を深めていただきたい

思いを話されました。

　また、現在の教育課題に対しての学びを深め、共に

解決策を追求することを目的として今大会を開催し、

「東北一心」心を一つに今しかないＰＴＡ活動を充実

すべく力を合わせ、子どもたちを取り巻く環境に大き

く影響を与えている複雑化した課題解消に向け、家

庭・学校・地域の連携を密に、社会全体で見守り育て

る環境づくりを推進していくことの重要性を話されま

した。

　続いてご来賓を代表して、宮城県村井嘉浩知事の代

読として宮城県教育委員会佐藤芳明副教育長と公益社

団法人日本ＰＴＡ全国協議会後藤豊郎会長よりご祝辞

を頂き、開催地である富谷市若生裕俊市長から歓迎の

あいさつを頂きました。

　ご来賓紹介後に、感謝状・表彰状の贈呈が行われ、

最後に次期開催地である青森県「東青大会」のＰＲで

盛会裡に開会行事を終えました。

　閉会行事におきましては、鈴木崇史大会副会長より

大会宣言（案）及び大会決議が読み上げられ、参加者

多数の拍手により承認されました。続いて公益社団法

人日本ＰＴＡ全国協議会後藤会長から東北ブロックＰ

ＴＡ協議会浅野会長へ感謝状が贈呈され、最後に山下

泰幸大会副会長の閉会のことばにて大会の一切が無事

終了しました。

　　　　　　　　　調査広報担当副会長　尾坪　博史

仙臺すずめ踊り杜の紫雀隊 宮城県富谷高等学校ダンス部

あいさつをする東北ブロックＰＴＡ協議会浅野直美会長

東北一心　新たな時代へ　一期一笑
～未来を切り開け！持続可能な地域づくり・ＰＴＡづくり～
 

令和５年10月14日㊏ ▶15日㊐

とうほくいっしん　　あら　　　　 じ だい　　　　いち ご いち え

第55回日本ＰＴＡ
東北ブロック研究大会
富谷黒川大会

とうほくいっしん
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　髙橋礼華氏による記念講演は、まず初めにリオデジ

ャネイロ五輪で金メダルを獲得した時の映像が安室奈

美恵さんの『ＨＥＲＯ』の曲に合わせて映し出され、

あの感動が再び蘇り会場を感動の渦に包み込みました。

　髙橋氏は、その時の心境を「ロンドン大会では出場

を逃し、悔しい思いをしました。４年後は自分たちが

金メダルを獲るという強い気持ちを持って練習に取り

組み、その成果を試合でも出せた結果が金メダルに繋

がった」と話されました。また表彰台から隣のデンマ

ークのペアを見て、「もしかしたら自分たちがそこだ

ったかもしれないと思うと喜ぶのは控えめにしてい

た」と敗者に対しても気遣うリスペクト精神も感じら

れました。まさになるべくしてメダリストに選ばれた

のだと感じました。

　中学校に進学する際、親元を離れ強い先輩がいる

「聖ウルスラ」に行きたいと話した時も、両親は快く

背中を押してくれました。そこから６年間の寮生活が

始まり、大変な毎日を過ごしたといいます。ただ大変

な毎日の原点には、幼少期に母から言われた「自分の

ことは自分でやる」精神が宿っていたからこそ頑張れ

たと髙橋氏は話されました。

　高校になり１学年後輩の松友美佐紀選手との出会い

がきっかけで大きく人生が変化したことも話されてい

ました。

　メンタル面では「試合ではあまり緊張しません。な

ぜなら今日を迎えるまで準備してきたことを思い出し、

負けるわけがないと戦っています。試合が始まると楽

しくて仕方がありません。結果を気にせず、まずはや

ってみます。それでダメなら優勝できる準備ができて

いなかっただけ」まさに超ポジティブな髙橋氏です。

　髙橋氏は現在Ｕ19（日本バトミントン協会ジュニア

ナショナルチーム）のコーチとして子どもたちに指導

しています。その中で大事にしていることは「理解し

てもらうこと」だと話します。なぜなら、「試合でも

最後は自分で判断し切り開いていかなければなりませ

んから。そのために、言葉を選び時間をかけ中途半端

な気持ちでは指導はしません。しっかりと理解するま

で伝えます」と指導者としての強い信念が感じられま

した。

　会場からの質問で頑張っている子どもとの向き合い

方について「とにかく見守ってあげます。頑張れはダ

メ。他の子と比べるのもダメ。違うことでリフレッシ

ュさせます。子どもの好きなご飯を作ってあげるとか。

それだけでモチベーションも上がります。その子に合

った言葉をかけます。言いすぎることはよくありませ

ん」まさに今の自分にも当てはまるようなアドバイス

をいただいたように思えました。

　メダリストとして取り組んできた経験を惜しみなく

話していただき貴重な時間となりました。

　　　　　　　　　　　調査広報委員長　月岡　正博

記念講演

夢を実現させる３つの方法

プロフィール
生年月日：1990年４月19日
出 身 地：奈良県橿原市
出 身 校：聖ウルスラ学院英智中・高
競　　技：バトミントン（女子ダブルス）

講師

髙橋　礼華氏
たかはし　　あや か

大切なことは何か
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食の必要性を学ぶ

提言者

第１分科会 環境教育

基 調 講 演 者
基 調 講 演 者
基 調 講 演 者
コーディネーター
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト

メイナード・プラント氏
菊　池　拓　哉　氏
村　上　幸　枝　氏
齋　　　崇　之　氏
メイナード・プラント氏
菊　池　拓　哉　氏
村　上　幸　枝　氏
村　上　照　幸　氏
高　崎　かおり　氏

株式会社ＥＩＧＨＴ ＣＲＯＷＮＳ 代表

株式会社ＥＩＧＨＴ ＣＲＯＷＮＳ

ＮＰＯ法人ＳＣＲ代表

宮城県富谷市立東向陽台小学校ＰＴＡ副会長

株式会社ＥＩＧＨＴ ＣＲＯＷＮＳ 代表

株式会社ＥＩＧＨＴ ＣＲＯＷＮＳ

ＮＰＯ法人ＳＣＲ代表

青森県ＰＴＡ連合会前副会長

宮城県富谷市立富谷中学校元ＰＴＡ会長

会場：富谷スポーツセンター

基調講演 パネルディスカッション

　第１分科会では『持続可能な社会・環境教育』をテー

マに、第１部の基調講演は、株式会社ＥＩＧＨＴ　ＣＲ

ＯＷＮＳ代表メイナード・プラント氏、菊池拓哉氏、Ｎ

ＰＯ法人ＳＣＲ代表村上幸枝氏から『ミツバチの生態か

ら考える子どもたちへ残す環境保全への探求』を演題と

して行われました。

　ミツバチは「環境指標生物」に位置付けられており、

ミツバチが元気に生育する地域は人間にとっても住みや

すい環境とされています。しかし、大量の作物を育てる

ために農薬を乱用することで、身近な生態系が崩れ、私

たちの生活を脅かしています。市役所と近隣農家の協力

を得ながら、減農薬を進め、人とミツバチに優しい環境

作りについて、メイナード氏と菊池氏からお話をいただ

きました。

　村上氏からは「養蜂」を通し、地域や次世代の子ども

たちにつなぐ活動を中心にお話をいただきました。不登

校特例校『富谷中学校西成田教室』の総合学習の一貫と

しての活動では、「日常では味わえない非日常体験を通

して、子どもたちの心がリフレッシュされ、回数を重ね

るごとに子どもたちの笑顔が増え、自主性が育まれてい

ることを実感することができた」と話されていました。

　パネルディスカッションでは、基調講演でお話いただ
いた３名の他に、青森県ＰＴＡ連合会前副会長村上照幸
氏、宮城県富谷市立富谷中学校元ＰＴＡ会長高崎かおり
氏が登壇し、「食育を通して持続可能な環境教育」につ
いて討議が行われました。
　青森県ＰＴＡ連合会前副会長村上照幸氏はフードバン
クの活用について、お話をいただきました。主な事例と
して冠婚葬祭などでいただいた食品や缶詰等が不要な場
合は、ファミリーマートに設置してあるフードＢＯＸに
入れていただくと、地元のこども食堂等に行き届くシス
テムになっており、子どもたちへの支援やフードロスに
も繋がるということを発表されました。
　また宮城県富谷市立富谷中学校元ＰＴＡ会長高崎かお
り氏からは、包装容器の削減、安心安全な食品の生産、
食品ロスを減らす取り組みなどを紹介していただきまし
た。その他に、これからの子どもの食育について「一人
ひとりそれぞれ食べる量や食べる物も違います。食べら
れないから不健康とか食べられるから偉いとか、そのよ
うな指導ではなく、その子の食べられる量を把握するこ
とが大事ではないでしょうか」という発表に会場からも
拍手喝采となりました。
　複数のパネリストの意見を聴き、改めて「食」につい
て考える契機となった分科会でした。
　　　　　宮城県ＰＴＡ連合会常任理事　佐々木　篤志

パネリスト（左から）高崎かおり氏、村上照幸氏
基調講演者・パネリスト（左から）菊池拓哉氏、
メイナード・プラント氏、村上幸枝氏、
コーディネーター齋崇之氏
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学び続けることの大切さ

提言者

第２分科会 教育環境

基 調 講 演 者
コーディネーター
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト

菅　原　義　一　氏
村　上　裕　子　氏
菅　原　義　一　氏
髙　橋　賢　史　氏
菅　原　　　淳　氏
尾　坪　博　史　氏

前富谷市教育長

富谷市ユネスコ協会理事

前富谷市教育長

秋田県ＰＴＡ連合会副会長

一般社団法人岩手県ＰＴＡ連合会副会長

宮城県ＰＴＡ連合会副会長

会場：富谷市武道館

基調講演 パネルディスカッション

　第２分科会は、『地域・家庭との連携』をテーマに開

かれました。情報化社会が進む中で、子どもたちの健全

な成長を促す環境は予測が難しい確定性が増しており、

子どもたちの環境をより良いものに整えるために、家庭

と学校が目標を共有し、協働していくことが必要です。

　この取り組みを、「参加」から「参画」に高めるため

にはどうしたらよいかという課題の基、前富谷市教育長

菅原義一氏による基調講演『おおきなかぶで三方よしの

学校』と題しご講演をいただきました。興味深いお話を

たくさん聞くことができましたが、中でも「優しさ」と

「易しさ」を大切にし、「一人ぼっちにさせない学びが

重要だ」とお話されていました。

　また、「教え合いを通じて地域との総合交流を促し、

授業参観では批評ではなく、学びに対する建設的な交流

を大切にし、インプットよりアウトプットが大切だ」と

話されました。

　まとめとして、「教え育むことは学ぶことであり、大

人も学び続けることが大切である」とお話いただき多く

の学びがありました。

　パネルディスカッションでは、コーディネーターの富

谷市ユネスコ協会理事村上裕子氏と、パネリストとして、

講演をしていただいた菅原義一氏（宮城県）、秋田県Ｐ

ＴＡ連合会副会長髙橋賢史氏、岩手県ＰＴＡ連合会副会

長菅原淳氏、そして宮城県ＰＴＡ連合会副会長尾坪博史

氏をお招きして、基調講演でお話いただいた内容を参考

に、『地域・家庭・学校の連携』や、各地域・各家庭に

おける現状や子どもたちの状況について話し合いました。

　自分の子育てに対しての考えを話していく中で、パネ

リストの菅原淳氏が「子育てに正解はない」と話してい

たのがとても印象的でした。また、髙橋氏は「大人こそ

失敗経験を子どもたちに話すことで、子どもたちからの

共感も得ることができ距離も近くなるのでぜひ話してほ

しい」と話され、参加していたＰＴＡ会員もうなずきな

がらお話を聞いていました。

　最後に菅原義一氏は、孔子の論語を引用し「知ること

よりも好むこと、好むことよりも楽しむことが大事であ

り、ＰＴＡ活動も、子どもたちの活動も同じである」と

話されました。あっという間のパネルディスカッション

でしたが、実践的なお話を聞くこともでき大変盛り上が

りました。

　　　　　　　　　　　　　調査広報委員　浅沼　賢史

基調講演者　菅原義一氏

コーディネーター 村上裕子氏

パネリスト（左から）菅原義一氏、髙橋賢史氏、
菅原淳氏、尾坪博史氏
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良質な大人との関わり

提言者

第３分科会 地域連携（協働教育）

基 調 講 演 者
コーディネーター
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト

廣　瀬　隆　人　氏
廣　瀬　隆　人　氏
中　田　秀　樹　氏
野　木　和　洋　氏
門　間　浩　泰　氏
千　葉　康　平　氏

一般社団法人とちぎ市民協働研究会代表理事

一般社団法人とちぎ市民協働研究会代表理事

山形県米沢市立第五中学校ＰＴＡ会長

福島県ＰＴＡ連合会副会長

宮城県ＰＴＡ連合会顧問

宮城県大和町教育委員会生涯学習課

会場：大和町ふれあい文化創造センター

基調講演 パネルディスカッション

　一般社団法人とちぎ市民協働研究会代表理事廣瀬隆人氏よ
り『地域連携とＰＴＡ～コロナ後のＰＴＡ活動に向けて～』
について講演を頂きました。
　コロナを理由に様々な活動の中止が余儀なくされ、中止す
る心地良さを感じている方も多かったのではないでしょうか。
廣瀬氏は「この心地良さは非常に危険であり、改めて人と人
がつながることの意味と大切さを考えるべきだ」とお話され
ました。
　地域は人のつながりでできています。一度無くしてしまっ
た行事を復活させるのはとても困難です。特に地域のお祭り
は地域づくりのシンボルです。子どもたちは地域づくりの担
い手ですから、私たち大人がしっかりと行事の意味を理解し
バトンタッチしていくことがＰＴＡの役割ではないでしょう
か。
　近年は少子化の為、昔の学校の規模では無くなっています。
また、共働き世帯の増加により、ＰＴＡや地域活動へ参加で
きる人が少なくなっている為、昔のような活動が困難になっ
ています。現在の規模に合わせて行事の機能を維持したまま
各行事を合わせて行う等ダウンサイジングの検討も必要です。
　世の中のニーズに合わせ無理に新しいことを始める必要は
無く、先人事例（各地域の歴史など）を再確認し１+１＝１
（太った１）を意識すると良いとのヒントを頂きました。
　ＰＴＡや地域の運営を行う人はいつも同じで不公平だと感
じている方も多いと思います。しかし、「各個人、家庭にお
ける背景は各々違いますので一括りに平等にしようとすると
限界があります。そういった各個人の背景も踏まえ、ＰＴＡ、
地域活動に公正に参加できる体制づくりも必要になる」と廣
瀬氏はお話されていました。
　子どもたちは様々な人と関りを持つ為の基礎を学校で学ん
でいます。子どもたちの健全な成長には良質な大人との関わ
りが重要となります。
　「短絡的なＰＴＡ不要論を主張し、大人の一時の苦しさや
煩わしさの為に分裂、孤立していく地域を子どもたちに託し
て良いのでしょうか。その様なことを自分たちで考え、検討
する必要があるのではないか」と話されました。

　山形県米沢市立第五中学校ＰＴＡ中田秀樹会長からは「朝
のあいさつ運動」について発表を頂きました。同地域の小学
校のＰＴＡで実施していた活動を真似て始めたのがきっかけ
ですが、徐々に先生や地域の方も参加するようになり、地域
全体の活性化につながりました。廣瀬氏は「小学校と中学校
には大きな川が流れていますが、ＰＴＡにはそれを乗り越え
る力がある」と好評をされました。
　福島県ＰＴＡ連合会野木和洋副会長からは「土曜学習」に
ついての紹介がありました。「土曜学習」は地元企業がサイ
エンスショーなど社会教育の支援を行っています。廣瀬氏か
ら「土曜日にボランティアで行うことに対する負担感はない
のか」という問いに、野木氏は「大人が楽しんで行うことが
一番だ」と回答されました。
　宮城県ＰＴＡ連合会門間浩泰顧問からは宮城県山元町立中
浜小学校の閉校に伴うタイムカプセルを開封する行事をお祭
り形式（以前からある「けんこ祭り」を復活させる）で行っ
た事例を紹介されました。こちらには20代の卒業生も多く集
まり大盛況だったとのことです。広瀬氏によると「20代など
若い世代の集客にはインスタなどのＳＮＳのネットワークが
有力だが、お祭りや郷土芸能などの昔からあるものに人がつ
ながる為の『接着剤』となるヒントがあるのではないか」と
まとめられました。宮城県大和町教育委員会千葉康平氏から
は、地域の郷土芸能である「各地域の神楽」を各学校で伝え
る活動について紹介されました。また、宮城県大和町立吉岡
小学校早坂基会長からは吉岡小学校の１５０周年事業として
老朽化による校舎解体に伴い、学校への感謝のメッセージを
伝える「落書き大作戦」を地域の方も巻き込んで実施した事
例について紹介がありました。廣瀬氏は「地域とうまくつな
がれる学校には地域に向ける眼差しが先生方にもあると感じ
る」という感想を述べられました。
　最後に「良い学校は良い地域にしか存在しない」だから学
校を核にした人のつながりを大切にしなければなりません。
良質な大人と子どもが出会うことで、地域づくりの担い手を
育成できるのです。「今までの先人が繋いできたことに目を
向けて地域、ＰＴＡなど線を引かずに地域づくりを行うこと
が共同教育の理念だ」とまとめられました。
　　　　　　　　　　　　　　　調査広報委員　伊藤　正敏

基調講演者・コーディネーター　廣瀬隆人氏 パネリスト（左から）中田秀樹氏、野木和洋氏、
門間浩泰氏、千葉康平氏
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大人の幸せ＝子どもたちの幸せ

提言者

第４分科会 家庭教育

基 調 講 演 者
コーディネーター
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト

し　ま　ひろこ　氏
竹　下　小百合　氏
し　ま　ひろこ　氏
佐　藤　真　奈　氏
棟　方　丈　博　氏
佐　藤　　　英　氏

お母さんシンガーソングライター

ＮＰＯ法人ファザーリングジャパン東北代表理事

お母さんシンガーソングライター

仙台市ＰＴＡ協議会副会長

青森県ＰＴＡ連合会副会長

宮城県ＰＴＡ連合会副会長

会場：大郷町文化会館

基調講演 パネルディスカッション

　第４分科会は『家庭教育』をテーマに大郷町文化会館を会

場に開催されました。

　2018年より仙台市在住で、２人のお子さんをもつお母さん

シンガーソングライターのしまひろこ氏を講師にお招きしま

した。『世界のハッピーはお母さんのハッピーから』をテー

マにした、子育て中のママの気持ちや、家族の愛を歌ったし

ま氏のオリジナル曲を披露していただきました。

　１曲目の新しい家族の誕生を楽しみに待っている家族の気

持ちを歌った『ハッピーハッピーバースデイ』からはじまり、

ママたちの子育てエピソードを歌った『クローバー』。３曲

目の『たまごちゃん』では、会場のみなさんも一緒に振り付

けを踊りました。

　笑みがこぼれ会場全体が一体となりとても盛り上がりまし

た。「どんな時でも子どもたちが大好きだよ」との気持ちを

歌った『大好き』、広い世代に愛を伝える『僕は愛に届くか

な』と続き、最後の『その先へ』では、会場全体から大きな

拍手が湧き上がりました。しま氏の歌を通して、お子さんや

家族への愛が伝わり、改めて子どもや家族への思いや接し方

などを見つめ直すよい機会なるとても有意義な講演となりま

した。

青森県ＰＴＡ連合会副会長　棟方文博氏
　青森市ＰＴＡ連合会では、親子で体験し、考えを共有する
機会作りとして親子イベントを定期的に開催しています。ま
た、存続の危機にあった「市Ｐ連大型ねぶた」は子どもたち
に参加の是非を問いかけ今後も継続することとなりました。
　子どもの元気の源は親の笑顔。無理せずできる時に、でき
ることを、できる範囲で楽しく取り組むことがポイントと語
りました。

仙台市ＰＴＡ協議会副会長　佐藤真奈氏
　市内の小中学校の交流を目的に開催される仙台市ＰＴＡフ
ェステイバルは、「子どもはもちろん、運営側の大人も楽し
もう」の精神が代々受け継がれています。ＰＴＡ活動自体が
子どもの為、活動する大人の為であるべきであると語りまし
た。
　また、お子さんの部活動でのエピソードを語られ、各家庭
に合った幸せの形があり、子どももその気持ちを感じ取って
いる関係性が大切と話されました。

宮城県ＰＴＡ連合会副会長　佐藤英氏
　勤務されている子育て支援センター「ここるん」では、子
育て世代が地域で孤立化しやすい現状の中、話を聞いて共感
し、共有して接することを心がけています。また、「子ども
たちはもちろん、大人たちも笑顔に」と親子で参加できるイ
ベントを開催しています。
　子どもたちは、親の気持ちを敏感に感じ取っています。自
分の時間を作り楽しむことで、笑顔で家族に接することがで
ます。また、家族との時間をとても大切にしていると話され
ました。

第４分科会まとめ
　家庭教育はすべての教育の出発点、保護者の幸せが子ども
たちの幸せでもあります。
　自らも楽しんで活動することが大事です。
　　　　　　　　　　宮城県ＰＴＡ連合会　理事　星　岳大

基調講演者　しまひろこ氏 パネリスト（左から）しまひろこ氏、棟方丈博氏、
佐藤真奈氏、佐藤英氏

コーディネーター 竹下小百合氏



8

子どもの行動は親から受ける

提言者

特別分科会 人権教育

基 調 講 演 者
コーディネーター
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト
パ ネ リ ス ト

湊　谷　　　愛　氏
小　川　克　也　氏
湊　谷　　　愛　氏
松　井　　　愛　氏
早　坂　　　將　氏
平　吹　　　淳　氏
佐々木　陽　寿　氏
横　岡　千和子　氏

宮城県スクールカウンセラー
宮城県大衡村立大衡中学校ＰＴＡ元会長
宮城県スクールカウンセラー
山形県議会議員　山形ぷらいず相談役
岩手スクールカウンセラー
宮城県ＰＴＡ連合会副会長
宮城県大衡村立大衡小学校ＰＴＡ副会長
青森県ＰＴＡ連合会会長

会場：宮城県大衡村立大衡中学校

基調講演 パネルディスカッション

　親が子どもに望むことのアンケートの結果は思いやりのあ
る子・自立できる子・自信が持てる子が上位のようです。
　ある家庭の話を紹介します。その家庭は小さいころから教
育に力を入れてきました。しかし思春期になりすれ違うこと
が増えてきて最近は投げやりで何をしても中途半端に見えて
しまうのでついつい「ちゃんと宿題をやった？英語の勉強を
したの？部活は？」と聞いてしまいます。それに対して子ど
もは反発し顔を合わせれば言い合いをすることが増えてしま
いました。
　その都度子どもは部屋に閉じこもり時には家を出てしまう
こともあり親は子どもとどう向き合えばいいのかと涙を流し
ながらカウンセラーに相談してきたのです。
　話を聞くと親は決して子どもを認めていないわけではなく
むしろよく頑張っていると思っているのに思いを伝えること
ができません。
　「本当に伝えたいことは何ですか？」と聞くと「あなたが
いたからここまで頑張ってこられた」これが本当は言いたい
ことの核のようですが一度崩れた信頼関係を修復することは
簡単ではありません。
　子どもは親からいつも怒られていると思っていましたし、
「頑張れ」と言われても結果が出せないことが親の邪魔をし
ていると感じていたようです。カウンセラーにより親の本当
の気持ちを伝えると子どもの心は整理されたのか、今では自
分の進みたい進路を目指し努力をしているそうです。
　思春期の子どもは親がうざったい時期でそれは正常です。
指示、指導されることがうざいことが多く、自分で考えたい
時期です。夢中になっていることに関心を持ち、話を聞いて
みる時間を作ってみてください。親からすれば矛盾だらけで
ダメ出ししたいことだらけなのですが「一旦子どもの言って
いることを受け入れて対話をすることで親子の関係は良くな
ることでしょう」と話されました。

　子どもが学校に行きたくない素振りが見えたらどうしたら
いいですか？お子さんが学校に行くエネルギーがなくなって
しまっている状態が見られる場合、カウンセラーはまず話を
聞きお子さんを安心させることをします。
　次に現状がどうなっているか俯瞰的に見られる状態かを確
認し、一歩踏み出す勇気があるかの段階を踏みながら徐々に
学校に行くエネルギーを貯める。「頑張りなさい」は安心と
は逆でプレッシャーになることがあるので要注意です。
　親の自尊感情を高めるために家庭内でできること、夫婦で
関わるには子どもは夫婦の様子をとても良く見ています。会
話で意識してほしいのは「ありがとう」を使うこと、共働き
世帯などは夫婦の役割をフェアにすることで家族の役割が生
まれます。
　日々の生活に追われていながらにしがちです。例えば携帯
を見ながら話を聞いてしまいます。そのようなことってあり
がちですよね。１日の中で少しの時間でよいので家族と会話
をながらにしない積み重ねがとても重要です。親がながらで
会話を聞けば子どももながらになってしまう。なんとなく理
解できますね。
　子どもの行動には親から受ける影響が少なからずあるとい
うことのようです。日々の生活の中でちょっとした意識を変
えることで雰囲気が変わることがあるようでした。
　　　　　　　　　　　　　　　調査広報委員　谷末　泰弘

基調講演者　湊谷愛氏
パネリスト（左から）佐々木陽寿氏、平吹淳氏、
松井愛氏、コーディネーター 小川克也氏、
パネリスト 早坂將氏、湊谷愛氏、横岡千和子氏

コーディネーター 小川克也氏
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文部科学大臣表彰

　
こ
の
度
は
、
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し

て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
、
塩
竈
市
立
第
二

小
学
校
父
母
教
師
会
会
員
一
同
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
表
彰

は
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
歴
代
の
役
員
の

皆
様
の
活
動
が
、
子
ど
も
た
ち
の

為
に
純
粋
な
奉
仕
の
精
神
で
成
り

立
っ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
学
校
の

先
生
方
、
地
域
の
皆
様
に
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
る
受

賞
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員

を
代
表
し
ま
し
て
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
校
は
大
正
14
年
９
月

１
日
に
開
校
し
た
学
校
で
、
令
和

７
年
９
月
に
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
ま
す
。
第
二
小
学
校
は
「
い

そ
山
」
と
呼
ば
れ
る
山
の
う
え
に

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
22
年
に

制
定
さ
れ
た
校
歌
に
は
「
港
を
い

だ
く
　
い
そ
山
上
に
　
太
平
洋
を

ま
下
に
し
つ
つ
」
と
い
う
歌
詞
が

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
通
う
通
学

路
か
ら
は
海
を
見
下
ろ
す
こ
と
が

で
き
、
太
平
洋
の
海
風
を
感
じ
な

が
ら
勉
学
に
臨
む
事
が
で
き
る
大

変
自
然
豊
か
な
地
域
に
あ
り
ま
す
。

　
毎
年
７
月
に
は
、
塩
竈
み
な
と

祭
が
開
催
さ
れ
「
よ
し
こ
の
塩

竈
」
（
塩
竈
伝
統
の
民
謡
の
「
塩

竈
甚
句
」
か
ら
創
作
さ
れ
た
曲
）

に
合
わ
せ
て
市
内
の
小
中
学
生
が

パ
レ
ー
ド
を
行
う
た
め
の
安
全
確

保
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
支
援
を
す
る
等
、

子
ど
も
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
見
直
し
の
機
会
を
得
た
こ
と

に
よ
り
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
見

直
し
を
希
望
す
る
声
が
大
き
か
っ

た
球
技
大
会
、
本
部
役
員
の
選
出

方
法
、
広
報
活
動
、
奉
仕
活
動
の

見
直
し
等
、
こ
れ
ま
で
〝
当
た
り

前
〟
に
「
役
員
を
選
出
し
て
、
毎

年
踏
襲
の
行
事
や
仕
事
を
実
施
す

る
」
こ
の
〝
当
た
り
前
〟
と
い
う

前
提
を
見
直
す
こ
と
に
重
点
を
置

い
て
見
直
し
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
見
直
し
の
具
体
例
と
し
ま
し
て
、

毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
夏

休
み
に
「
奉
仕
活
動
」
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
し
た
清
掃
活
動
で
す
。

昨
今
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
夏
場

に
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
難
し

い
と
い
う
判
断
か
ら
、
清
掃
自
体

を
外
部
へ
委
託
し
今
年
度
よ
り
地

域
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
協

力
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
の
手
だ
け
で

は
至
ら
な
い
箇
所

（
今
年
は
特
に
ト

イ
レ
）
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

日
頃
の
清
掃
だ
け

で
は
行
き
届
か
な

い
箇
所
ま
で
大
変

綺
麗
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
子
ど

も
た
ち
が
気
持
ち

よ
く
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
し
て
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
受
賞
を
糧
に
、
な
お

一
層
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成

に
寄
与
で
き
ま
す
よ
う
今
後
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
て

令
和
５
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
て

宮
城
県
塩
竈
市
立
第
二
小
学
校
　
父
母
教
師
会
会
長
　
鈴
木
　
友
規
子

校門前から塩竈湾を臨む

塩竈神社

みなと祭

校　舎

みなと祭
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栄えある受賞おめでとう

個人

宮城県ＰＴＡ連合会元会長　杉　山　昌　行

宮城県ＰＴＡ連合会前会長　鈴　木　信　一

宮城県ＰＴＡ連合会顧問　　志　村　洋　一

団体

塩竈市立第二小学校父母教師会

団体

利府町立菅谷台小学校ＰＴＡ

亘理町立吉田中学校父母教師会

個人

宮城県ＰＴＡ連合会長　　　　　門　間　浩　泰

宮城県ＰＴＡ連合会副会長　　　石　井　義　之

東松島市立鳴瀬未来中学校ＰＴＡ顧問

　　　　　　　　　　　　　　　熱　海　光太郎

大崎市立鳴子中学校ＰＴＡ会長　髙　橋　慶　行

個人　 ※今年度役職表示

宮城県ＰＴＡ連合会会長　　　　浅　野　直　美

宮城県ＰＴＡ連合会副会長　　　尾　坪　博　史

宮城県ＰＴＡ連合会副会長　　　畑　山　和　晴

宮城県ＰＴＡ連合会監事　　　　齋　藤　勇　介

宮城県ＰＴＡ連合会監事　　　　鈴　木　洋　市

宮城県ＰＴＡ連合会監事　　　　高　橋　直　行

宮城県ＰＴＡ連合会常任理事　　佐々木　篤　志

宮城県ＰＴＡ連合会常任理事　　月　岡　正　博

宮城県ＰＴＡ連合会前常任理事　阿　部　友希子

宮城県ＰＴＡ連合会前インタ-ネット委員長

　　　　　　　　　　　　　　　玉　上　雅　則

南三陸町立伊里前小学校ＰＴＡ元会長

　　　　　　　　　　　　　　　畠　山　貴　博

登米市立浅水小学校ＰＴＡ元会長

　　　　　　　　　　　　　　　佐　藤　成　賢

白石市立白石中学校父母教師会元会長

　　　　　　　　　　　　　　　滝　深　光　昭

涌谷町立月将館小学校ＰＴＡ前会長

　　　　　　　　　　　　　　　中　村　　　治

宮城県ＰＴＡ連合会事務局長　　佐  藤　博　明

団体

富谷市立富谷小学校ＰＴＡ

美里町立不動堂中学校ＰＴＡ

個人

美里町立不動堂中学校ＰＴＡ会長　　平　吹　　　淳

大崎市立古川東中学校父母教師会顧問

　　　　　　　　　　　　　　　　　髙　橋　洋一郎

亘理町立逢隈中学校父母教師会元会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　南　部　浩　秀

大崎市立古川南中学校ＰＴＡ前会長　五　島　啓　太

大崎市立古川東中学校父母教師会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　八　木　昌太郎

東松島市立矢本第一中学校父母教師会前会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　　　豊

山元町立山下第一小学校父母教師会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　小　泉　大　輔

七ヶ浜町立七ヶ浜中学校父母教師会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　佐　藤　直　美

大崎市立三本木中学校ＰＴＡ会長　　渋　谷　祐　亮

涌谷町立涌谷中学校ＰＴ前会長　　　藤　村　かおり

気仙沼市立中井小学校父母教師会顧問

　　　　　　　　　　　　　　　　　千　葉　　　充

登米市立西郷小学校ＰＴＡ元会長　　後　藤　幸一郎

宮城県ＰＴＡ連合会常任理事　　　　佐　藤　　　英

白石市立白石第一小学校父母教師会

蔵王町立遠刈田中学校ＰＴＡ

村田町立村田第一中学校ＰＴＡ

丸森町立舘矢間小学校ＰＴＡ

山元町立山下小学校父母教師会

名取市立相互台小学校ＰＴＡ

多賀城市立東豊中学校父母教師会

富谷市立あけの平小学校ＰＴＡ

大崎市立古川中学校父母教師会

美里町立南郷中学校ＰＴＡ

色麻学園ＰＴＡ

石巻市立山下小学校父母教師会

石巻市立広渕小学校ＰＴＡ

石巻市立中津山第一小学校ＰＴＡ

東松島市立宮野森小学校ＰＴＡ

登米市立米山中学校ＰＴＡ

登米市立西郷小学校ＰＴＡ

南三陸町立戸倉小学校ＰＴＡ

令和５年度表彰一覧令和５年度表彰一覧 （敬称略）

※県Ｐ役員は令和４年度役職表示
※一般会員は令和５年度役職表示



令和
5年
度

楽しい子育て全国キャンペーン

学　　校　　名氏　　名 学年

【小学生の部】

作　　　　　品

名取市立館腰小学校佐　藤　瑠　姫 ３年 だきしめる 心おちつくおまじない　いつもママがいたみを取ってくれた　今では自分がなおす番

石巻市立中津山第一小学校鈴　木　沙　和 ２年 ママとのハグ　きょうも元気のおまじない

名取市立館腰小学校佐　藤　息吹希 ５年 テレビ消しての夜ごはん　楽しい会話もごちそうになるね

富谷市立日吉台小学校松　本　昂　大 ２年 ないしょでせんたくものをたたんだ なみだをながしてよろこぶおかあさん ぼくもうれしいきもちになった

石 巻 市 立 釜 小 学 校阿　部　晴　梨 ３年 いそがしくても何をしててもいつも話を聞いてくれる　私は、それがとてもうれしい

学　　校　　名氏　　名 学年

【中学生の部】

作　　　　　品

石巻市立桃生中学校吉　田　瑠　花 １年 「大丈夫。いつでもあなたの味方だよ」この家族に言われた言葉に私はどれだけすくわれたことだろう

石巻市立桃生中学校鈴　木　里　彩 ３年 毎朝の「いってらっしゃい、気をつけて」は私の背を押す言葉のお守り

石巻市立桃生中学校及　川　太　煌 １年 「考えてその子の命 その子の人生 心の傷は残ったまま」

加美町立鳴峰中学校三　浦　璃　子 １年 家族ですごす全ての時間 一つ一つが幸せで 一つ一つが大切だ

亘理町立吉田中学校水　戸　大　惺 ２年 また言えない「行ってきます」と「ありがとう」母の日に赤面しながら「いつもありがとう」

学　　校　　名氏　　名

【一般の部】

【団体】

【個人】

作　　　　　品

大崎市立古川第三小学校阿　部　　　梓 くたくたに疲れた私の栄養剤　抱きつく君の笑顔とぬくもり

石巻市立開北小学校渡　邊　莉　奈 背が伸びた　喜ぶ娘と反対に　時よ止まれと思う母心

富谷市立日吉台小学校武　田　英　俊 朝のギューッ　ただただ祈る　無事帰宅

富谷市立日吉台小学校荻　原　明　美 我先に今日の出来事話す君たち　一気に聞けないもどかしさ　聖徳太子になれたらな

名取市立館腰小学校越　河　牧　子
君たちは泣く事が減って　母が手伝ってあげる事も減りました　君たちに手伝ってもらう事
の方が増えました　母は自分の時間が増えました　同じ位さみしく感じる時間も増えました

岩 沼 市 立 玉 浦 中 学 校三　浦　千　弦 町内を徘徊していた高齢者に付き添い無事自宅へ戻れるよう手助けをしました

登 米 市 立 佐 沼 小 学 校小野寺　心　絆 自動販売機前で現金を拾い学校へ届け後に警察へも届けました

白 石 市 立 東 中 学 校佐　藤　誠太郎 防災委員長として防災に取り組み校内の安全と学校全体の防災意識向上に貢献しました

岩沼市立岩沼西中学校佳　山　慶　祐 帰り道がわからなくなり交差点で迷っていた小学校１年生の児童を無事自宅へ送り届けました

気仙沼市立階上小学校

日　野　遥　希
路上で転倒し起き上がれずに困っていた男性に声をかけ起き上がる

のを手助けしました

山 元 町 立 山 元 中 学 校

村　上　美　結

ヘアドネーションに関心を寄せ時間をかけて髪を伸ばし無償で提供するなど活動に協力しました

本　間　優希飛

齋　藤　向日葵

『敬老帳』は地域の方々に感謝と心和む温かな気持ちを伝えてきました

宮城県ＰＴＡ連合会会長賞（日本ＰＴＡ全国協議会全国コンクールへの推薦作品）

三行詩コンク－ル推薦作品三行詩コンク－ル推薦作品三行詩コンク－ル推薦作品
～家庭で話そう！我が家のルール・家族のきずな・命の大切さ～
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思わずホロリ！

　三行詩とは、三行程度の短文の意味合いであり、必ずしも三行である必要はなく、俳句のようなものでも構いません。
　家族の会話やコミュニケーションから育まれるきずなや家庭のルール、子どもたちの基本的な生活習慣づくりなどの家
庭教育、一人ひとりの命のつながりや大切さをテーマとして短文で表現したものである。

気 仙 沼 市 立 月 立 小 学 校

令和５年度 善行篤行児童生徒表彰令和５年度 善行篤行児童生徒表彰令和５年度 善行篤行児童生徒表彰



　
令
和
５
年
11
月
25
日
に
名
取
市
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
３
年
ぶ
り
に
対
面
に
よ

る
名
取
市
父
母
教
師
会
連
合
会
文
化
セ
ミ
ナ

ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
東
方
落
語
家
六
華
亭
遊
花
さ
ん
を

お
招
き
し
、
『
子
育
て
に
関
わ
る
全
て
の
人

に
笑
顔
と
明
日
の
気
力
を
与
え
る
落
語
＆
ト

ー
ク
』
と
題
し
、
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
子
育
て
に
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
大
い
に

笑
い
、
そ
し
て
ほ
っ
こ
り
、
ジ
ー
ン
と
涙
す

る
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
、
盛
会
で
し
た
。

や
は
り
対
面
で
、
マ
ス
ク
の
な
い
笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
会
場
…
。
い
い
も
の
で
し
た
。

地
域
と
共
に

　
　
　

伝
統
文
化
の
継
承
を

通
信
員
　
佐
藤
　
博

石巻市石巻市

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
新
た
な
可
能
性
を

　
　
　
　
　
　

教
育
指
導
に
生
か
す

通
信
員
　
木
村
　
健
一

気仙沼市気仙沼市

　
石
巻
市
立

広
渕
小
学
校

で
は
地
域
、

学
校
、
子
ど

も
育
成
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
協

力
し
て
子
ど

も
た
ち
の
学

び
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
「
深

谷
サ
ー
ク

ル
」
と
い
う

取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
毎
年
冬
に

な
る
と
地
域

の
高
齢
者
の

方
を
お
招
き

し
て
お
幣
束

や
繭
玉
、
し

め
縄
作
り
と

お
正
月
の
支

度
を
学
ぶ

『
お
正
月
教

室
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
方
々
と
触
れ
合
い
な
が
ら
お
正
月
の
支

度
を
学
び
、
最
後
に
コ
マ
回
し
や
羽
付
き
な
ど
伝
統

的
な
遊
び
を
教
え
て
貰
い
み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
で

子
ど
も
た
ち
に
伝
統
的
な
風
習
や
遊
び
を
伝
え
、
地

域
の
方
々
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

名
取
市
文
化
セ
ミ
ナ
ー

　

３
年
ぶ
り
の
対
面
開
催

通
信
員
　
松
浦
　
淳
司

名取市名取市
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気
仙
沼
市
立
津
谷
中
学
校
で
は
、
公
開
研
究
会
と
し
て
、

研
究
主
題
『
自
ら
学
び
、
考
え
、
表
現
で
き
る
生
徒
の
育

成
』
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
び
を
３
年
間
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
年
度
は
最
終
年
と
な
り
生
徒
た
ち
も
か
な
り
授
業

の
環
境
に
慣
れ
て
き
て
い
る
様
子
で
す
。

　
現
代
は
、
子
ど
も
た
ち
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
１
人
一
台

の
環
境
が
整
え
ら
れ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
ド
リ
ル
や
ロ
イ
ロ
ノ
ー

ト
で
の
意
見
交
換
等
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
常
識
化
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
校
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
対
話
的
な
学

習
、
日
常
的
な
授
業
で
の
活
用
、
探
究
的
な
学
び
に
重
点
を

お
い
た
活
用
に
授
業
実
践
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
保
健
体
育
で
は
、
器
械
運
動
で
マ
ッ
ト
運
動
と
平
均
台
等

を
生
徒
自
身
が
選
択
し
、
技
が
で
き
る
楽
し
さ
や
喜
び
を
経

験
す
る
と
と
も
に
、
運
動
視
察
の
方
法
や
体
力
の
向
上
を
理

解
し
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

 

又
、
生
徒
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
運
動
す
る
こ
と
、

器
械
運
動
に
対
す
る
好
感
度
が
低
く
前
向
き
で
な
い
こ
と
が

伺
え
、
先
生
方
は
、
課
題
解
決
に
向
け
た
生
徒
の
つ
ま
ず
き

を
見
逃
さ
な
い
様
に
、
生
徒
の
様
子
を
見
な
が
ら
指
導
・
支

援
を
続
け
て
い
る
こ
の
様
な
取
り
組
み
は
英
語
や
数
学
等
の

各
教
科
に
同
様
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

 

私
た
ち
保
護
者
も
、

学
習
進
捗
、
到
達
度
を

把
握
に
努
め
、
学
習
基

盤
と
な
る
資
質
能
力
の

育
成
や
個
に
応
じ
た
支

援
を
、
学
校
と
連
携
を

深
め
な
が
ら
安
心
し
て

学
習
で
き
る
よ
う
家
庭

で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
実
践
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
代
に
な
っ
て
き

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。



PTAPTA
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涌
谷
町
立
涌
谷
第
一
小
学
校
は
開
校
１

５
０
周
年
を
迎
え
、
令
和
６
年
11
月
４
日

に
記
念
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
お
笑
い
芸
人
わ
っ
き
ゃ
い
様
の
記
念
講

演
、
旧
校
舎
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
の
作
成
、

記
念
植
樹
と
町
内
の
皆
様
の
ご
参
加
も
い

た
だ
き
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
も
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が

繋
い
だ
１
５
０
年
の
歴
史
を
感
じ
、
さ
ら

に
繋
い
で
い
け
た
ら
と
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　
令
和
５
年
12
月
10
日
（
日
）
、
全
盲

の
ド
ラ
マ
ー
佐
藤
尋
宣
氏
を
お
招
き
し
、

『
蔵
王
町
教
育
講
演
会
』
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
講
演
で
は
、
視
覚
障
碍
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
「Music 

For 
Kids Dream

」
と
い
う
独
自
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
し
、
学
校
等
で
は
子
ど
も

た
ち
と
の
触
れ
合
い
の
様
子
な
ど
の
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
視
覚
障
碍
の
理
解
が
深
ま
っ
た
」

と
い
う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
際
に
ド
ラ
ム
を
演
奏
し
な

が
ら
リ
ズ
ム
遊
び
の
時
間
も
設
定
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
児
童
生
徒

も
楽
し
く
参
加
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
多
く
の
方
に
呼
び
掛
け
、
参

加
者
に
と
っ
て
よ
り
高
め
ら
れ
る
よ
う

な
教
育
講
演
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

「
全
盲
の
ド
ラ
マ
ー
」

　
　
　
を
お
迎
え
し
て

通
信
員
　
富
田
　
康
弘

通
信
員
　
伊
藤
　
正
敏

開
校
１
５
０
周
年

　
　
　

記
念
事
業
開
催

通
信
員
　
大
上
　
さ
つ
き

思
い
出
に
残
る

　
　
学
校
宿
泊
体
験

通
信
員
　
佐
藤
　
俊
明

　
多
賀
城
市
父
母
教
師
会
連
合
会

（
以
降
、
市
Ｐ
連
）
で
は
、
年
度
初

め
の
６
月
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
先
生
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、

会
員
共
に
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
並
ぶ
時

期
、
誰
で
も
参
加
し
易
い
、
玉
入
れ

を
学
校
対
抗
で
行
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
環
境
を
構
築
す
る
の
に
絶
好
の
機
会
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
市
Ｐ
連
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
今
年
度
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
』
に
つ
い
て
の
講
話
を
頂
き
、
個
性
の
尊

重
、
多
様
性
を
認
め
合
う
と
は
何
か
を
学
び
ま

し
た
。

　
市
Ｐ
連
教
育
に
関
わ
る
懇
談
会
で
は
、
『
安

心
・
安
全
な
学
校
・
家
庭
に
す
る
為
に
』
を
テ

ー
マ
に
、
「
Ｋ
Ｊ
法
」
を
用
い
、
先
生
方
、
保

護
者
互
い
の
考
え
を
発
表
す

る
こ
と
で
、
今
後
の
教
育
現

場
・
家
庭
で
の
課
題
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
賀
城
市
立
東
豊

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
と
し
て
、

夏
休
み
期
間
中
に
『
朝
ご
は

ん
大
賞
』
と
い
う
生
徒
の
作

っ
た
朝
ご
は
ん
を
紹
介
し
て

も
ら
う
企
画
も
行
っ
て
い
ま

す
。
食
育
を
通
じ
て
、
健
全

な
生
活
を
意
識
し
て
も
ら
う

狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　
市
Ｐ
連
の
各
行
事
に
は
、

市
長
、
教
育
長
は
じ
め
多
く

の
ご
来
賓
の
皆
様
が
積
極
的

に
参
加
頂
い
て
い
る
こ
と
も

活
気
の
あ
る
活
動
に
繋
が
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
10
月
に
、
４
年
ぶ

り
に
『
た
て
小
泊
ま
ろ
う
会
』

を
、
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

の
児
童
33
名
が
参
加
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
主
な
テ
ー
マ
は
『
防

災
』
。
１
日
目
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
使
っ
た
ラ
ン
タ
ン
作
り
や

夜
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
で
は
、

水
を
節
約
す
る
な
ど
防
災
を
意

識
し
た
生
活
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
地
域
に
伝
わ

る
神
楽
の
鑑
賞
や
地
域
の
花
壇

の
植
栽
な
ど
、
地
域
の
方
々
と

交
流
し
な
が
ら
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
夜
の
肝
試
し
も
子
ど
も

た
ち
の
思
い
出
の
１
つ
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
と

一
緒
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

な
成
長
に
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

蔵王町蔵王町

遠田郡遠田郡

丸森町丸森町

多賀城市多賀城市

人
と
繋
り

　
　

人
か
ら
学
ぶ
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第73回宮城県ＰＴＡ研究大会
東松島大会設立総会開催

　

　

　令和５年11月11日（土）、事務局校を担う矢本第一

中学校において「第73回宮城県ＰＴＡ研究大会東松島

大会設立総会」を開催いたしました。

　東松島市での開催は、2011年東日本大震災発災の年

と重なり中止を余儀なくされましたが、13年が経過し

再び開催地として選定されました。

　総会では、大会スローガン『○ひろげよう！○がっこ

う・家庭・地域から　○まんてんの笑顔！○つなごう未

来へ！』を掲げ、渥美巌東松島市長からのご祝辞、協

議内容である「大会規約（案）」「事業計画（案）」

など４つの議案について審議し、全て承認されました。

　承認後は、大会シンボルマークの発表と大会旗の引

継ぎを行いました。シンボルマークは、市内全小中学

校から募集し、各校で厳選された中から６年生が描い

た作品に決定いたしました。大会旗は、前開催地であ

る富谷黒川大会実行委員会から宮城県ＰＴＡ連合会会

長に返還され、そして東松島大会実行委員長へ引き継

がれました。

　東松島市では、子どもたちの自主性や思いやりを育

む様々な取り組みをしております。私たちＰＴＡがで

きる最大限のチカラを集結し、一緒に本大会を盛り上

げていけたら幸いです。皆さま、どうぞ奮ってご参加

ください。

　　　　　　　　　　　　　実行委員長　浅野　和久

○５月25日（土）

　代議員会

　会場・・青年会館

○８月23日（金）～24日（土）

　第72回日本ＰＴＡ全国研究大会川崎大会

○９月７日（土）～８日（日）

　第56回日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会東青大会

○10月27日（日）第73回宮城県ＰＴＡ研究大会東松島

　大会

　※第19回単位ＰＴＡ会長会の開催日は調整中です。

　　決定次第ご連絡いたします。

　各単位ＰＴＡが作成した広報紙をぜひ本コンクール

に応募ください。

【応募方法】

　令和５年４月１日～令和６年３月31日までに年１号

以上の発行された広報紙全号を各２部と応募票を県Ｐ

事務局に送付ください。

　また、第40回宮城県ＰＴＡ連合会広報紙コンクール

より印刷物で配布せずインターネットを介して閲覧す

るものを「ＷＥＢ」版として応募を受け付けします。

　「ＷＥＢ」版は応募票をmiyagi-pta@h4.dion.ne.jp

まで送付ください。

【応募期間】

　令和５年３月10日（日）

　　　　～４月26日（金）

　※応募締切厳守

【送付先・問い合わせ先】

　宮城県ＰＴＡ連合会へ直接ご連絡ください。

　今年度も残すところあとわずかとなりました。この

時期は風邪やインフルエンザなどの感染症がとても流

行しており、体調管理に気を付けることが必要です。

　そして、今年度はコロナ禍が終わり、子どもたちの

学校生活も以前のように戻りつつありますが、これま

で開催していた行事の必要性を考えて、継続や見直し

などの検討をすべき時期でもありました。

　しかし、子どもたちは、実際に体験することで多く

の学びがありますので、来年度はこれまで以上に様々

な経験をしながら成長をすることを期待したいと思い

ます。

　　　　　　　　　　　　調査広報委員　佐藤　剛太

第40回宮城県ＰＴＡ連合会
広報紙コンクール作品募集

令和６年度の主な行事予定

編集後記

https://miyagi-pta.gr.jp/?p=3462

第39回広報紙コンクールの結果


